


◉ 福島武山（ふくしまぶざん） 

■プロフィール
1944 年 石川県に生まれる
1963 年 石川県立工業高校デザイン科卒
1981 年 日本伝統工芸展初入選
1982 年 全国伝統工芸展にて奨励賞受賞
1983 年 創造美術展にて朝日新聞社特別賞受賞
1986 年 創造美術展にて北華賞受賞
1987 年 日本工芸会正会員となる
1988 年 フランス ジャパンウイークにて制作実演
1989 年 九谷焼産業デザインコンクールにて名古屋通商産業局長賞受賞
1990 年 九谷焼産業デザインコンクールにて石川県知事賞受賞
1995 年 創造美術展 東京都知事賞受賞
1996 年 天皇・皇后両陛下ご来県のみぎり、ご使用のお茶碗謹作
1997 年 日本工芸の世界巡回展（五か年）に国際交流基金より選抜される
1998 年 蓮如上人 500 回遠忌にあたり、西本願寺に香炉３点献納、
 門主の執務室に飾られる
1999 年 第 23 回全国伝統的工芸品公募展にて第 1席グランプリ内閣総理大臣賞受賞
2003 年 第 17 回日本陶芸展入選
2004 年 第 27 回伝統九谷焼工芸展にて優秀賞受賞、石川県立美術館買い上げ
 石川県指定無形文化財保持団体九谷焼技術保存会会員となる
2007 年 石川の伝統工芸展にて優秀賞受賞
2008 年 九谷焼伝統工芸士会会長就任
2012 年 第 65 回記念創造展 創造美術大賞受賞
2015 年 エルメス社時計文字盤（駒くらべ）制作スイス・バーゼルにて発表
 北陸新幹線開業に合わせ金沢駅に陶板「恵み」制作
 全国植樹祭、天皇・皇后両陛下ご来県のみぎり石川県立九谷焼技術研修所にて

作品展覧の栄に欲す
2016 年 第 1 回三井ゴールデン匠賞を受賞
 石川県文化功労賞受賞
2017 年　創と造  東京美術倶楽部出品
2018 年　NHK 朝イチ出演
　　　　  創造美術展石川県知事賞受賞

九谷焼の赤絵は、白磁に赤絵の具（鉄分を含む弁柄を主原
料にしたもの）を使い、金襴を施して仕上げる。福島武山氏
が描く赤絵は赤絵細描と呼ばれ、微細な点と線で表現され
た世界。その細く一様な線は、自ら毛先を調節した極細の
絵筆から生み出されたもの。筆継や色ムラなく描かれる文
様や絵は、驚くほど緻密で繊細であるのと同時に、人物画
の表情はとても柔和で、温かみが感じられる。精緻さと柔ら
かさを持つ作品の中に、赤一色の小宇宙が広がっている。
本展では、習作期の未発表作品から技と感性を集約させた
2018年制作の大作まで、一挙公開いたします。

〒630-0262 奈良県生駒市緑ヶ丘2731-10

　 《交通アクセス》 
◉ 公共交通機関：〈地下鉄中央線・近鉄けいはん
な線〉または〈近鉄生駒線〉〈近鉄奈良線〉で『生
駒駅』下車。

 生駒駅「南口 1番のりば」より奈良交通バス『中
菜畑二丁目行き』バス乗車→『湯船バス停』下
車、徒歩 3分。

◉ 自動車：第二阪奈有料道路『生駒出口』を降
り『壱分ランプ』を左折し直進→『中菜畑 1
丁目』の信号を左折し約 2分。
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Buzan
FUKUSHIMA

MAM,Opening 1st Anniversary
Buzan Fukushima 
2018 Pottery Art Exhibition 
at Midorigaoka Art Museum 
in Nara

・赤絵分銅文喰籠

・赤絵仙人文対徳利・盃

・鳳凰文陶筥

・福島武山氏の細描

・七福神面取鉢

・宇治川先陣の図飾皿 ・硯屏、硯、水滴、筆置 ・赤絵「装」


